
私たちは田中理事長以下日大全理事の退陣をもとめます

声明

1．わたしたちは、日大アメフト部の内田正人監督と井上奨コーチの指導の下におこなわれた悪質タッ

クル事件と、それをきっかけに浮上した日本大学の現状に深い憤りを禁じ得ません。

ことの真相は、単にアメフト部の行為とその後の対応にとどまらず、日本大学全体の体質にねぎした根

源的なものです。

2．1967年4月20日経済学部で学生会主催の「羽仁五郎講演会」が開かれました。だが会場を占拠した

応援団・相撲部・空手部などの体育会学生約四百名が騒ぎ出し、講演会は中止に追い込まれました。同

時に、学生会執行部に対して執拗な暴行がくわえられました。その暴力を振るった学生たちの一人が相

撲部貝田中英需（経済学部三年生）、現在の日大理事長です。

翌68年4月、日大の二十億円使途不明金事件が発覚しました。

わたしたちは、日本大学全学共闘会議を結成し学園の民主化と全理事の退陣を要求して闘いに起ち上が

りました。そのなかでも、体育会や右翼団体との衝突は何度も繰り返され、70年2月25日には、体育

会学生の襲撃で、ともに闘ってきた中村克己（商学部三年生）が殺されました。

わたしたちは68年9月30日、大衆団交で全要求を勝ち取りました。しかし翌日、時の首相佐藤栄作の

「大衆団交は認めない」「大学問題は政治問題」という発言以降、政府と警察は日大闘争の破壊に走りま

した。

3．わたしたちの闘いは、一度は勝利したとはいえ佐藤発言を突破できず、「古田体制」を残してしまい

ました。それが50年後の現在まで、日大の暗黒支配をそのまま維持させた原因と考えています。

今、わたしたちが田中理事長以下全理事の退陣を求める理由です。

4．田中理事長は組織暴力団とのつながりを背景に、学内の暴力的支配をおこなっていることは明らかで

す。また、（株）日大事業部（50年前の桜田事業部）などの利権を独占しています。また、田中理事長の

腹心である内田前常務理事はアメフト部監督としての責任はもちろん、人事部長として非常勤講師の雇

い止めやそれにともなう専任講師の労働強化をすすめ、教育環境をいっそう悪化させています。

日大の本質は、あの頃とまったく変わっていません。

5．たった一人で真実を明らかにしたアメフト部M君の勇気に、あらためて敬意を表します。わたした

ちは、彼に対する不当な圧力や不利益が及ばないことを願っています。
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「声明」雪寸属文書

日本大学「四・二〇」事件二　とは

1967年4月20日、経短学生会（経済学部・短期大学部学生自治会）は歴史学者・羽仁五

郎を特別講師に招き、67年度新入生・移行生歓迎集会を経済学部本館七階の大ホールで

開催した。

学生会にとっては毎年恒例の行事である。しかし、この日はオープニング前から、異様

な雰囲気が漂っていた。いつもなら学生会の行事など見向きもしない応援団員や体育会

系学生らが大挙してつめかけ、演壇に近い座席を占有したのである。

集会は開始早々、怒号と罵声が飛び交う修羅場と化した。羽仁五郎の講演は中断され、

壇上や演壇の周辺にいた執行部員（自治会執行委員）はつぎっぎと応援団員や体育会系

学生らに襲われた。そして、羽交い絞めにされたうえ、容赦なく殴る蹴るの暴行がくわ

えられた。

大ホール後方に座っていた学生たちから応援団員や体育会系学生への非難の声が上がる

と、かれらは執行部員を大ホールから階下の空き教室や執行部室に連れこみ、さらなる

暴行をくわえ続けた。なかには七階から一階までひきずり落とされ、その間も止むこと

なくあらゆる類の暴行をうけたものもいる。

この事件は当時の新聞でも報じられた。だが、「学生同士が乱闘…」といった論調で「真実」

にはほど遠い内容であった。

では「真実」とはなんだったのか。前年の応援団解散闘争から執行部と対立関係にあった

応援団員と体育会系学生らが法学部を根城とする学内右翼学生と結託し、執行部を暴力

で解散に追いこみ、かれらの意のままになる「侃偶」執行部を樹立するのが目的であった。

そのため、歓迎集会の前後に体育会系学生らの間でかれらの「暴挙」を支持する旨の署名

簿が回覧され、暴行がはじまってからも大ホールでは署名活動が続けられていた。

暴行をうけた執行部員は辞意をせまられ膝腕とした意識のなかでこころならずも辞表を

書いたものもいれば、暴行に耐え頑なに拒んだものもいる。

事件後、間髪をいれず経済学部当局は「処分」を公表した。驚くべき内容だった。

暴行の被害者である執行部員が「学内の秩序を乱した」との理由で「処分」されたのに対し、

加害者である応援団員や体育会系学生らは誰ひとりなんのお答めもうけていないのであ

る。

さすがにこのような非道が通じるわけがない。学生の激しい反発をうけ、当局は怒りの

矛先をかわす目的で教授会に調査委員会を設置した。

当初、調査委員会がめざしたのは「処分」の正当性を担保することだった。だが、見るに

見かねて暴力を制止しようとした学生指導委員の教授さえ殴打している応援団員や体育

会系学生らを擁護できるはずもなく、調査委員会は本腰をいれて追究に取かからざるを

得なくなった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

調査委員会による聴取に応じ暴行劇の目撃証言をした学生のなかに秋田明大がいる。も

ちろん被害者救済のためである。

いっぽう、加害者側で証言した学生のひとりが当時相撲部員だった田中英竃であった。

田中は聴取のなかで、直接の暴力行為を否定し、あくまで「傍観者である」とさかんに強



◆‘●

調してい寿が、制止に入った教授すら殴打する暴力の輪のなかにいて「傍㌢∴雪雲

観者」でいられたはずがない。調査委員会の収集した写真を見せられた学＿

生の、「暴力の輪のなかで吃立しているのが田中だ」との証言記録が存在〆

し、また回覧された署名簿に「田中英寿」の名を確認出来る。

署名簿の一部（氏名〃学年・学籍番号〃捨印）に〉

調査委員会の活動はしだいに尻つぼみになっていった。調査が進めば進

むほど大学当局の「ご威光」をかさに着た加害者が聴取に抵抗したからで

ある。あきらかに暴力行為を指揮したと名指しされた応援団員などは「ハ

ワイでの長期研修に参加するから」との屁理屈をこね、はなから召喚を拒

．ヽ＿

否すれば、しぶしぶ聴取に応じた別の応援団員は、アリバイを問われる　て、

と、応援団部室と喫茶店をなんども往復していたなどと、あからさまなノ

虚言を弄し、調査にあたった教授らを唖然とさせている。

また、前述した署名簿は再三再四の提出要求にも応じることがなかった。

かれらはひたすら隠蔽工作に終始したのである。

調査委員会が委縮した原因のひとつは、事件に関与した学生らが経済学

部だけではなく法学部や文理学部、農獣医学部などに籍を置いていたか

らでもあった。これは事件の黒幕が大学当局であることを意味する。ひ

＼乳舌

とつの学部だけの調査で済む事件ではないことを思い知らされたのであ

る。

いつ調査委員会が空振り状態のまま収束したのか、いまとなってはさだ

かではない。

学生に確約した調査報告書はとうとう公表されなかった。それどころか、

報告書そのものが作成されたかどうかさえ確認できていない。
こうした学部当局の姿勢は学生の怒りをまねいた。そして、「処分」され

たまま学園を去りゆく執行部員の悲痛な思いを継いで秋田明大を委員長‾一一一‾

とする新執行部が誕生する。

秋田執行部は1968年4月20日、特別講師に日高六郎を招き68年度の

新入生・移行生歓迎集会を策定する。あきらかに「リベンジ」を意識した行

動である。ただ今回はひそかに法学部や文理学部の学友らの協力と支援

を仰いだ。

しかし、思いのほか学部当局の壁は厚かった。当然であろう、当局が「リ
ベンジ」の意図を見抜けないはずがない。必死で歓迎集会の開催を妨害し

てきた。秋田執行部が妨害を跳ねかえすなか、瞬く間に時間は流れ、4月20日が過ぎた。
一見、「リベンジ」は失敗したかに見えた。だが、そのときより大きなターゲットが目前

に現れていたのである。それが「使途不明金」という日本大学開聞以来の一大醜聞だった。

そして、秋田執行部による糾弾があの「栄光の二百メートル・デモ」として結実したのであ

る。

最後に、これまで述べてきた事柄は日大全共闘のさまざまな記録文書や闘争の過程で入

手した大学および学部当局の資料にもとづくものである。

（文中敬称略）
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